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事例 1：A さん(高校生) 

 

Aさんの読み書きの様子 

読み書きの困難さを把握するため、URAWSS(詳細は次頁参照)を実施。 

その結果、書き速度は小学 1 年生程度、読み速度は、小学 1 年生以下でした。 

 

 

学習方法 

パソコンの読み上げ機能を利用し、音声で印刷物の内容を把握することで学習。 

また、以下の事項が、学校から許可されています。 

・ パソコン（Windows）の教室への持ちこみと、授業中での使用許可 

・ AccessReading が提供する教科書の電子データ（Word 形式）の利用許可（全教科） 

・ 試験における、パソコンの読み上げ機能（「和太鼓」詳細は次頁参照）の利用と、キーボ

ード入力による解答の許可 

・ 授業で使用するプリント、試験問題、解答用紙等の電子データの提供（USB でデータをも

らい、パソコンで利用） 

・ 電子データのない印刷物（学校の配布物等）の教師や支援員等による代読 

・ パソコンを用いた試験の実施を別室受験で行うこと 

 

 

学習に使用している機器の名称 

・ Windows パソコン＋Microsoft Word＋アドインソフト「和太鼓」 

・ AccessReading 

 

 

教科書の電子データを利用しての感想 

・ 勉強するときに常に人についてもらうことは難しいので、教科書の電子データがないと、 

自分は勉強することをあきらめることになる。 

・ 紙の教科書では、見間違いがあったものが、読み上げを利用することで、確信がもてる。 

・ 表なども全てテキスト化されているので、読めないという箇所がないことが嬉しい。 

・ 全教科の電子データがあり、主要五教科と同じように他の教科も読めて便利である。例え 

ば、保健体育などの教科が、授業中に利用することが多い。今まで、なんて読むのだろう

と思っていたことが、他の教科と同じように読み上げさせて内容を理解することができる

ので、勉強に制限がなくなった。 

・ テキストデータは必須だが、それに加えて教科書の電子データに挿絵のイラストが入って 

いるので、とても便利に使用できている。自分は、文字だけのパソコンのデータを見て、

読みたい箇所を探すことに時間がかかっていた。しかし、イラストがつくことで、大体の

場所の検討がつくので便利である。 
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参考 

URAWSS 

https://atac-lab.com/menu/c291170 

学習に影響しやすい読み書き速度を評価でき、読み書きが困難な児童生徒を理解するツール

として利用することができます。現在 URAWSS-II も販売されています。 

 

和太鼓 

https://www.magicaltoybox.org/jalpsjp/wordaico/wordaico_old.html 

Microsoft Word のアドインソフト。無料。読み上げた部分をハイライトさせた上で、音声を

読み上げます。ルビをつけた場合、ルビを優先して、音声で読み上げます。 

 

 

【参考】DOCX ファイルを Microsoft Word で開き、和太鼓で読み上げている様子 

 

https://atac-lab.com/menu/c291170
https://www.magicaltoybox.org/jalpsjp/wordaico/wordaico_old.html
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